沖縄戦をめぐる内部葛藤の物語 : 大城立裕「棒兵隊」論 by 柳井 貴士



























































状況もあるとし、沖縄の文化認識へ苦言を述べる。ここで大城が ひめゆりの塔 をめぐ 文化的コンテクストを受信 ながら、 「感傷」に流されない沖縄戦の描き方を意識し、 「逆光のなかで」 （ 『新沖縄文学』一九六六・九、大城 執筆時期を一九五六年だとして ） 、 「二世」 （ 『沖縄文学』
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一九五七・一一） 、 「棒兵隊」 、 「亀甲墓」 （ 『新沖縄文学』一九六六・七、執筆時期は一九五九年だとしている）といった、沖縄戦と占領を扱う作品を書いていく点は見逃せない。




いる。 「棒兵隊」における 兵の立場は、 〈日本兵〉の思考如何によって大きく変更されていた。戦場での生命危機を伴う水汲みは 壕内の力学に翻弄され、防衛隊の名目の徴集にも法的根拠が見いだせないままの犠牲がえがかれる。
本稿では、大城立裕が〈私小説〉的だと認める最初期から、一九五〇年代の動向を考察する。そこ
















とき、信平翁の喜びは 通りでなかった」 。 「長男の弘司が満州次男の譲が支那」 、 「譲 学徒出陣で支那戦線」にいた。家族の再会、正月 宴が描写され、その間に譲の回想が語られる。勉強家の信平沖縄人としての気概をみせ郷土のために尽す 、 「村長になれる柄ではな」く、 「相手構わず放つ方言が彼を要職から遠ざけ 」 であるが 譲はその父信平の「晩年を、通俗的な意味で美しく
000
終らせた
い」と願う。父信平は住民の土地や配給への不満に対し知識人の心理に準じて判断するが 田舎では往々不穏を醸すものとな」る。 「世知辛い時世」 ため区長を退く意志を固めたところに 村の枯れ木伐採をめぐる事件が起こり、伐採者と結託した信平を糾弾する動きが起こる。区長会議の席で信平は自分の理 説き、当分 退かない意志を示 。 「誉も譏りも自分から出て自分に帰ってると思ったけれども最近になって、それらはすべて息子達に照らされて現われ、息子達 生命 つ
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欲〉 、登場人物や出来事の〈有機的な捕捉〉 、 〈構成〉 、 〈主体性〉の確立を重要視している である。それを土台に『琉大文学』同人の理念先行を難じ、 「文学的感動からはなれた政治的抵抗のおし売り」
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られ」た。それは「ちようど十日前 のことであり、富村は転属命令に従い、隊を率いて壕を訪れるが、情報の寸断さ ている将校は、彼ら 拒絶する。 「一行は、それから二日間に五つの壕をのぞて、そのつどしめだ 、二人の負傷者をだし」ながらも、Ｙ岳 自然壕にいた曹長 発見され、収
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容された。壕の部隊は「学生気分の抜けきらない」佐藤少尉が率いるが、件の曹長が「実質上其の指揮者になつていた」 。富村たちが引き受けた水汲みは危険を伴うため回数 減らされる。だが壕に闖入した横暴 将校により、その回数は再び増やされる。富村に水 要求する様は権威者 態度である。やがて、 〈防衛隊〉は「富村の案じた〝三人組〟 」となり別の任務に従う。壕か 出ると、久場、赤嶺老人、仲田少年が「トーチカ様の墓のなか」に隠れている場面 移る。墓を出た三人のうち、爆撃で仲田を失い、さらに狂気の敗残日本兵により赤嶺老 が射殺される。残った久場は「太陽が無数の避難民と敗残とを照ら」す中をひたすら歩き続けるのであった。 「棒兵隊」では〈防衛隊〉の中富村、久場、 、仲田が中心的視点人物となる。
本作では〈防衛隊〉を「ボーヘイタイ」 、 〈スパイ〉を「スバイ」と発音する赤嶺老人の沖縄口が効













































































たのである。住民は現実化する戦争において、 「根こそぎ動員」され、米軍によ 攻撃だけでなく、スパイ容疑に る無益な殺傷にも怯えなければならない。こ には戦争という出来事が含む多層 な問題がある。戦う相手から受けた犠牲だけでは語れ い特殊性 〈沖縄 〉には散見するのであり、
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ちがかけまわつて口頭で召集して 国民学校の校庭で艦砲弾が生木をつんざくのを目撃しなが編成したものだ。二百名を四隊にわけて、四十名 長にＮ村の国民学校教頭である富村が命じられて、ちかくの壕にいたおよそ一個中隊ほどの高射砲隊配属。 （一三五頁）
②咽喉仏の破裂しそうなしわがれ声が、富村の横にとびこんできた。赤嶺だつた。その六十歳の瘦
軀が、ネトネトした粘土まじりの珊瑚礁岩盤 つんのめつた……（一三五頁）





























理は、もはや遠」くなるのを感じる。戦場での死は、自ら（沖縄県民）がスパイだという〈汚名〉をそそぐ機会を失うことに 。戦場で仮定された死は、 〈国家〉に還元されるものではなく、 〈国家〉による〈汚名〉の助長にしか らない。また、国民学校教頭たる立場としての富村は、佐藤少尉の命令した決死輸送の特務を「すくなくともこのしごとだけは国家の めになる、と考えてひきうけ」ることで、自らの死を〈国家〉に還元する可能性を見出した。富村は〈国家〉内 配置 た国民として、戦場における をとらえようとしてい 。
一方、壕内に闖入した将校は、サイパンの沖縄人捕虜がスパイとして侵入し という「たしかな筋












































隊」に積み上げていった。本作は〈意欲〉 、 〈有機的な捕捉〉 、 〈構成〉を踏まえ、沖縄戦の実相と視点人物の内面の動き 焦点化した作品といえた。同時に、 〈主体 〉の問題は、一九五〇年代を通して思考され、沖縄を歴史や文化においてどのよう 位置付けるかの重要な課題となっていく 今後は一九五〇年代から一九六〇年代における大城作品のさらなる分析をすすめ、 〈主体性〉の問題について考察を深める必要を感じる。
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【註】（









（）小島信夫「文芸時評」 （ 『週 読書人』一九五八・一一・二四） 。
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7）大城立裕「 〝感傷〟の塔」 （ 『沖縄文学』一九五六・六） 。
（


























































文学論争」 （ 『図書館情報メディア研究』第四巻一号、二〇〇六年） 、我部聖「 「日本文学」の編成と抵抗
―





















































































































































している（池田和・嘉陽安男「対談・ 〝大城文学〟の周辺」 『青い海』一九七八・一、一四一頁） 。また大城の特徴として「ユーモア」を挙げ、初期の作品を評価した点も付記しておく。
（
5（）尾西康充はその根拠に関して『隋書』巻八一「列伝」第四六「東夷流求国」にみられる、 「男子用鳥羽為
冠、装以珠貝、飾以赤毛」 、 「男子抜去髭鬢、身上有毛之処皆亦除去」といった「差別的な身体観に由来するものである」
 と指摘する
 （尾西康充
 「沖縄戦を書き継ぐこと
―
「棒兵隊」
 と
 「Ｋ
共
同
墓
地
死
亡
者
名
簿」
」
『民主文学』二〇一二・五） 。身体への差別意識が長い歴史の尖端に止まる点をみてとれるだろう。
（
55）例えば、赤嶺老人は佐藤少尉に息子の姿を重ね「はい、隊長さま！
　
いつそうけんめい
00000000
やりますです。
ど
0
うじよ
000
、隊長さまも、がんばつて、おたつさ
0000
で……」と言葉をかける。
（
5（）拙稿「語りの位相変化
―
「カクテル・パーティー」をめぐる沈黙の問題」 （ 『社会文学』二〇一四・二）
を参照されたい。
